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(57)【要約】
　主面である前面１０６及び後面１０８、並びに端面１
１０、１１２、１１４、１１６を持つ、板状の導光部１
０２と、生成される光が該板状の導光部に入り、該前面
と平行な伝播方向に略伝播するような位置において、該
板状の導光部に配置された光源１０４と、を有する発光
素子。該板状の導光部の少なくとも一部は、該前面及び
後面の少なくとも一方、並びに該端面の少なくとも１つ
を通る、制御された光出射を提供するように配置された
、３次元表面構造１１８を含む。該制御された光出射は
、光出射特性が制御される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主面である前面及び後面、並びに端面を持つ、板状の導光部と、
　生成される光が前記板状の導光部に入り、前記前面と平行な伝播方向に略伝播するよう
な位置において、前記板状の導光部に配置された光源と、
を有する発光素子であって、
　前記板状の導光部の少なくとも一部は、前記前面及び後面の少なくとも一方、並びに前
記端面の少なくとも１つを通る、制御された光出射を提供するように配置された、３次元
表面構造を有し、
　前記制御された光出射は、光出射特性が制御された、発光素子。
【請求項２】
　前記３次元表面構造は１つ以上の突起部を有する、請求項１に記載の発光素子。
【請求項３】
　前記３次元表面構造は凹部を有する、請求項１又は２に記載の発光素子。
【請求項４】
　前記板状の導光部はストリップ型である、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の発光
素子。
【請求項５】
　前記発光素子は、前記発光素子が使用される部屋内に雰囲気を生成するように構成され
た、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の発光素子。
【請求項６】
　前記制御された光出射は、前記発光素子の周囲を照明するように構成された、請求項１
乃至５のいずれか一項に記載の発光素子。
【請求項７】
　前記光源は、前記端面の１つに配置され、当該端面を通って前記板状の導光部に入る光
を生成する、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の発光素子。
【請求項８】
　前記前面、前記後面及び前記端面の１つは、当該面に対して傾斜した自由端を持つ突起
部を備えた、請求項２に記載の発光素子。
【請求項９】
　互いに隣接して配置された複数の発光素子を有する発光システムであって、前記複数の
発光素子のそれぞれが、請求項１乃至８のいずれか一項に記載の発光素子である、発光シ
ステム。
【請求項１０】
　前記発光素子はストリップ型であり並べて配置された、請求項９に記載の発光システム
。
【請求項１１】
　前記発光素子のそれぞれについて、少なくとも隣接する発光素子の端面に隣接して配置
された端面を通して制御された光出射が提供され、前記発光素子の端部におけるコントラ
ストを低減させる、請求項９又は１０に記載の発光システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前面及び後面並びに端面を持つ板状の導光部と、生成される光が前記板状の
導光部に入り、前記前面と平行な伝播方向に略伝播するような位置において、前記板状の
導光部に配置された光源と、を有する発光素子であって、該導光部は伝播光の一部を該前
面から外へ導くように構成された発光素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　以上に定義された種類の、典型的な先行技術の板状発光素子は、導光板と呼ばれ、端部
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に装着された光源と、該導光板の前面から光を外に導く光屈折及び光反射構造を備えた後
面とを持つ。斯かる導光板の一例は、米国特許出願公開US2010/0245718に開示されている
。光源は、導光部の端面に配置される。全反射によって、導光部の主面である前面及び後
面と平行な主伝播方向に光が伝播する。しかしながら、導光部の後面は、全反射を抑制し
該導光板の前面から出るように光を屈折される３次元構造、より具体的には楔形部を備え
ている。導光部の後面に配置された反射層は、後に屈折されるいずれの光もが該導光板の
前面を通って反射されて出されることを確実にする。当該先行技術の例においては、導光
板はＬＣＤのＴＶ画面におけるバックライトとして利用される。該利用は導光板の一般的
な用途であり、他の例は携帯電話のディスプレイであり、より一般的には、大型であれ小
型であれ、いずれかのタイプのＬＣＤ画面である。該３次元構造は前面にも具備されても
良く、ここでも前面から出るように光を屈折させる。３次元構造の例は白色塗料のノブ、
ピット又はドットである。他の種類の用途は、美的な用途である。後者の場合においては
、導光板はしばしば、１枚の大型の発光面を形成するために、一般に互いに隣接して配置
されて利用される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ここ数年来、前面を通して可能な限り多くの光を脱結合さ他の方向における光の損失を
最小化しようとする試みに多くの労力が費やされている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一態様によれば、主面である前面及び後面、並びに端面を持つ、板状の導光部
を有する発光素子が提供される。該発光素子は更に、生成される光が前記板状の導光部に
入り、前記前面と平行な伝播方向に略伝播するような位置において、前記板状の導光部に
配置された光源を有する。該板状の導光部は、伝播光の一部を前面から出るように導くよ
う構成される。前記板状の導光部の少なくとも一部は、前記端面の少なくとも１つを通る
、制御された光出射を提供するように配置された、３次元表面構造を有し、　前記制御さ
れた光出射は、光出射特性が制御される。
【０００５】
　本発明の他の態様によれば、先行する請求項のいずれか一項による発光素子を複数有し
、これら発光素子が互いに隣接して配置された発光システムが提供される。
【０００６】
　斯くして、本発明によれば、前面又は後面の出射に加えて、端面の少なくとも１つを通
して光が出射される。該光出射は、明るさ、強度又は角度分布といった所定の望ましい光
出射特性が得られるように制御される。本発明による発光素子を利用し、これら発光素子
を発光システムを形成するように構成することにより、隣接する発光素子間のコントラス
トの問題が解決される。換言すれば、発光素子間の暗線が消去されるか又は低減される。
先行技術においては、端部を通した「損失」を最小化することにあらゆる労力が集中され
、板状の発光素子間の界面におけるコントラストの問題は全く考慮されていなかった。制
御された態様での端面の少なくとも１つを通した付加的な光出射についての議論はなかっ
た。前面を主な光出射面としたままにしつつ、幾分かの光を実際に端面へと通す可能性の
利用についての示唆もなかった。
【０００７】
　英国特許GB-2436611においては、板状の導光部が利用され、光が端面から出射される。
しかしながら、光は端面を通してのみ出射され又は端面から殆どが出射され、主面は反射
膜で被覆されている。目的は単に単一の発光素子を提供することであり、幾つかの発光素
子をまとめる際に生じる問題については言及がない。更に、制御された光出射を得るため
に３次元表面構造を備えることについては教示がない。
【０００８】
　更に、本発明によれば、単一の発光素子を使用する場合、例えば壁又は天井のような周
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囲の照明を得て、それにより所望の全体的な照明印象を生成するために、少なくとも１つ
の端面を通した制御された光出射が利用可能である。
【０００９】
　該発光素子の実施例によれば、該３次元構造は突起部及び／又は凹部として実装され、
光の屈折及び反射の制御可能性に関して有利である。
【００１０】
　該発光素子の一実施例によれば、該素子は該素子が利用される部屋の中の雰囲気を生成
するように構成される。雰囲気とは、該部屋の中の照明設定の印象を意味し、前面光出射
及び端面光出射により、該部屋の複数の部分に向けられた光の組み合わせにより得られる
。
【００１１】
　該発光素子の一実施例によれば、制御された光出射が、該発光素子の周囲を照明するよ
うに構成され、例えば部屋の壁若しくは天井又は部屋のなかの物体を照明するために該発
光素子が使用される用途に有利である。
【００１２】
　該発光素子の一実施例によれば、前面、後面及び端面のうちの１つが、当該面に対して
傾斜した自由端を持つ突起を備える。傾斜の角度は、該傾斜した面から光が出射されるよ
うに選択される。当該実施例は、光出射の少なくとも一部が該突起の傾斜した自由端を通
して供給される、より明確に向けられた照明の用途に利用可能である。
【００１３】
　該発光素子の一実施例によれば、該発光素子はストリップ型であり、並べて配置される
。当該実施例の典型的な実装は、該ストリップの上端における光入射と、下端及び長手方
向端部における光出射、又は該ストリップの前面からの光出射との組み合わせによるいわ
ゆるカーテンである。
【００１４】
　本発明のこれらの及び他の態様、特徴及び利点は、以下に説明される実施例を参照しな
がら説明され明らかとなるであろう。
【００１５】
　本発明は以下、添付図面を参照しながら詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明による発光素子の実施例を示す上方からの斜視図である。
【図２】図１に示された実施例の長手方向の断面図である。
【図３】発光素子の他の実施例の一部の長手方向の断面図である。
【図４】発光素子の他の実施例の一部の長手方向の断面図である。
【図５】発光素子の他の実施例の一部の長手方向の断面図である。
【図６】発光素子の他の実施例を示す上方からの斜視図である。
【図７】発光素子の実施例を示す前面図である。
【図８】発光素子の実施例を示す前面図である。
【図９】発光素子の他の実施例を示す上方からの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１及び２を参照すると、発光素子１００は、板状の導光部１０２（導光板とも呼ばれ
る）と、光源１０４とを有する。導光部１０２は、ガラス又は透明プラスチックのような
、通常の導光材料からできている。導光部１０２はブロック形であり、前面１０６及び反
対側の後面１０８を持ち、これら面は導光部１０２の主面を構成する。更に、該導光部は
、短側の端面を構成する第１の端面１１０と、第１の端面１１０の反対側の第２の端面１
１２と、長側の端面を構成する第３の端面１１４と、該第３の端面の反対側の第４の端面
１１６と、を持つ。光源１０４は、第１の端面１１０に隣接して配置され、第１の端面１
０を通して導光部１０２へと光を発する。生成された光は、図２に示されるように、前面
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１０６に平行な実質的な伝播方向に伝播する。当業者には一般に知られているように、導
光部１０２の前面１０６及び後面１０８に向かう、並びに第３の端面１１４及び第４の端
面１１６に向かう、十分に小さな入射角のため、該光の全反射が得られる。しかしながら
、導光部１０２は、突起部から成る、より具体的には前面１０６に配置された白色の塗料
のドット１２０から成る、３次元表面構造１１８を備えている。該塗料のドットは光線を
散乱させ、全反射を抑制する。幾分かの光線は該白色塗料を通して出射し、残りは後方に
反射されて後面１０８から出射する。しかしながら、光は他の方向にも散乱され、それに
より端面１１０、１１２、１１４及び１１６のうちの１つ以上を通って出射する。特定の
密度、サイズ及び位置で塗料のドット１２０を備えることにより、種々の端面から出射す
る光の光出射特性が制御され、所望の光出射を実現する。一般的に、白色の塗料のドット
を用いる場合には、前面１０６及び後面１０８を通る光出射は略ランバートであり、導光
部１０２は全ての角度からも等しく明るく見える。前面１０６において十分に高い密度の
塗料のドット１２０を備えることにより、前面１０６を通したかなりの平滑な光出射が実
現され、端面を通しても所望の光出射を得る。望ましい場合には、該発光素子は、導光部
１０２の後面１０８に塗布された光反射層を含んでも良いことは留意されるべきである。
任意に、特定の用途の照明目的のために有用な面を除いて、更なる面が光反射層によって
被覆されても良い。
【００１８】
　発光素子１００の任意の実施例によれば、前面１０６は突起部の代わりに又は突起部と
組み合わせて凹部を備える。例えば、該凹部は前面１０６における擦傷部から成る。前面
から物質を焼き落とすためにレーザを利用することにより、望ましいように散乱光を導く
ために該凹部を正確に形成することが可能となる。
【００１９】
　発光素子の他の実施例３００によれば、突起部及び／又は凹部の３次元の微細構造が、
導光部３０２の前面３０４に備えられる。「微細（micro）」なる語は、該構造の個々の
要素が、上述した塗料の点及び擦傷部よりもかなり小さいことを示す。それにもかかわら
ず、これら微細構造は対応する効果を持つ。突出した隆起３０６、凹部４０６（図４を参
照）、又は楔形の部分５０６（図５を参照）のような、多くの異なる種類の規則的な予め
定義された微細構造が利用可能である。該構造を変更する可能性は非常に大きい。これら
は全て、各面を通って発せられる光の量の割合の点で、及び角度特性（即ち前面に対する
散乱光／反射光の方向）の点で、光出射の特定の特性を持つ。３次元構造の更なる例はピ
ラミッド型の凹部であり、導光部の全ての面を通る光出射を引き起こし得る。
【００２０】
　板状の導光部６０２と、第１の端面６０６に配置された光源６０４と、を有する発光素
子の他の実施例６００によれば、他の面の１つが、当該面に対して傾斜した自由端を持つ
突起部を備える。より詳細には、一例において、突起部６１０が、第１の端面６０６とは
反対側の第２の端面６０８から突出する。突起部６１０は細長く、突起部６１０の幅は、
導光部６０２の残りの部分よりもかなり小さい。突起部６１０の自由端は、他４５度だけ
、第２の端面６０８に対して傾斜している。このことは、該自由端に到達する光が、該傾
斜した面により反射され、該突起部の側面を通って出射するようにする。他の多くの突起
部の構成も可能である。例えば、突起部は弧状であっても良い。十分に大きな曲率半径が
利用される限り、傾斜した端面に達するまで、該突起部の内部に留まる。
【００２１】
　本発明による発光素子は、組み合わせられて、より大きな構造（ここでは発光システム
と呼ぶ）へと構成されても良い。斯かる発光システムの一実施例７００によれば、該シス
テムは、互いに隣接して装着されてより大きな長方形の発光面を形成している、幾つかの
発光素子を有する。該発光素子は３次元構造を備え、該構造は、少なくとも他の発光素子
７０２の隣接する端面である端面から、光が制御された態様で出るように導光する。これ
により、発光素子７０２間の界面７０４は照明され、これがなければ発光素子７０２間で
見えてしまう暗線のようなコントラストを消去又は低減する。
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　発光システムの他の実施例８００においては、該システムは、並べて配置され、カーテ
ンを形成するように吊るされた、幾つかのストリップ状の発光素子８０２を有する。光源
８０４は、ストリップ８０２の上端面に配置され、３次元表面構造によって、前面８０６
を通して及び下端面８０８を通して光が出射される。下端面８０８における光出射は、床
面を照明し、カーテンの背後の窓を通して差し込む日光のような感覚を与える。更に、光
は側面からも出射されても良く、このときカーテン８００の背後の日光の印象を強めるた
めに増大された明るさで出射されても良い。
【００２３】
　後面屈折構造９０２、及びとり得る反射性後面被覆層９０４、並びに付加的な前面構造
９０６の組み合わせである表面構造を持つ、発光素子９００を提供することも可能である
。
【００２４】
　発光素子の厚さに関して、図面はかなり強調されていることは留意されるべきである。
実際には、典型的な厚さはミリメートルの範囲であり、導光部はしばしば約１ミリメート
ルの厚さしかない。
【００２５】
　以上において、添付される請求項において定義される本発明による発光素子及び発光シ
ステムの実施例が説明された。これらは、単に限定するものではない例として参照される
べきである。当業者には理解されるように、本発明の範囲内で多くの変更及び代替実施例
が可能である。
【００２６】
　例えば、導光部の端面において光源を配置する代わりに、幾つかの用途のために、前面
及び後面の一方において導光部に凹部を形成し、当該凹部に光源を挿入し、円形の区域又
は全周において光を発することも可能である。
【００２７】
　導光部の形状に関して、多角形又は円形のような、長方形以外の基本的な形状も可能で
ある。
【００２８】
　当業者にはそれ自体明らかであるように、本明細書の目的のため及びとりわけ添付され
る請求項に関して、「有する（comprising）」なる語は他の要素又はステップを除外する
ものではなく、「１つの（a又はan）」なる語は複数を除外するものではないことに留意
されたい。
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